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現代の育児行動
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1.目的

「少なく生んで，良い子に育てたいJ多くの親が
このように願った結果，わが聞は「結婚して子ども

を持つなら2人jという少子化が定着した。高度経

済成長はすでに過去のものとなり，景気は低迷し

ているとはいうものの，豊かさ・使利さを追求して

きた産業社会は，物貿文明の進歩をもたらし，清潔

で衛生的な快適な生活をもたらした。特に経済面

では，物があふれ.お金さえ出せばなんでも手に入

るようになった。週休2日常IJの定着によって時間的

にもゆとりが生じた。しかし，これらのゆとりが

人々に真の意味でのゆとりをもたらしているかど

うかは疑問視されている。子育てにおいて，子ども

の数が少なく，経済・時間のゆとりがあれば，ゆと

りのある育児ができそうであるが，母親による鬼

蜜虐待の増加，日常的な世話ができないほど子育

てに不安を感じる，育児不安の増加などが報道さ

れ，子育てがうまくできていない状況が指摘され

ている。従来，あたりまえとして行われていた子育

てが大きく変化してきているのである。

大自向は， 6，000名の母親を対象に認査を行い，

(受付2∞3年3月48/審査終了2∞3年4月218) 
守020-8550 岩手県成悶市上回3-18-33
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「子育てをつらく思うことがあるJr子どもをかわい
く思えないことがある」と回答した人が8割， 9割

あり，その時どうしているかという質問へは，rrあ
んたなんか嫌いjといってしまうJrいらいらして
手を上げてしまうjと3割から5割の母親が答えて

いる 1)。子育てはすばらしい生きがいを感ずるこ

とのできる営みであり，母親ならば皆，子どもをか

わいいと感じていると一般的に思われているが，

大日向の調査結果からは，異なった母親像が見え

てくる。

子どもに対する虐待はマスコミのショッキング

な報道ばかりでなく，児童相談所への相談件数も

年を追うにつれて増加してきている.平成12年度，

全国 174の児童相談所で受けた相談件数は，

362，655件であり，児蜜虐待件数は， 17，725件で前

年の1.5倍に増加している。平成12年に f児嚢虐待

防止等に関する法律Jが施行され，相談や通告が増
加したことによるものだが，表面化していない虐

待が存在していることも考えられる。王子成12年度

の主たる虐待者は，実父23.7%，実母61.1%である.

実母の割合は平成10年度55.1%，平成11年度58.0%

と増加している。(資料:厚生労働省大毘宮房統計

情報部「社会福祉行政業務報告J)2) 
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また，r公園テ。ビューJrお受験ママjという言葉
が生まれる背景には，少なく生んで大切に子ども

を育てたいという想いや周囲の子どもたちと自分

の子どもを比較して一喜一憂する母親の姿が見え

てくる。少子化社会の中では，性別や血縁にこだ、わ

らず，後から生まれてくる子ども達を健全に育て

る力として， r次世代育成力Jという言葉が使われ
ることがある。核家族家庭の子育ては両親が協力

して行うものであり，養育行動は母親がすべきも

のでもなく父親の方が慢れている場合もあり， r親
性Jr養護性jという言葉が償われることもある。し
かし，性別役割分業観のため母親にその資任が集

中している。女性の高学歴・社会進出など社会状況

が大きく変化してきている中で，母親になったと

たん母親役郵を取れないことを育見能力の低下，

母性の喪失とするのは疑問である。

本研究で、は，このような現代の母親がおかれて

いる育児環境や育児の実態を明らかにし，母親が

生来持っている育児能力の成熟と促進のために何

が必要かを明らかにする。

11.現代社会における母性儲)

男女共同参画型社会が推進され，父親の育児参

加があたりまえのことなり，子育ては母親の資任

であるという考え方は，過去のものとなりつつあ

る。しかし，実際商では専業主婦のいる家庭に限ら

ず，共働き家躍においても母親であり主婦である

女性に子育てや家事の資佳と実務が負わされてい

る。子育てに関していえば， 1992年から施行され

た「育見休業制度jは民間の労働者，公務員等すべ

ての職種についている母親と父親に子どもが満一

歳になるまでどちらか一方に休業を認める制度で

ある。しかし，脊児休業を取る父親は2001年にお

いて全体の2.4%に過ぎない。子ども未来財団が

2∞2年に行った意識調査では， 30代の男性に育児
休業制度を肯定的に受け取る男性が多く見られた

が，実際に自分が取得するかという問題になると，

(設) 本論文で使用する f母性jという意書言は， r母性神
話Jrt宇佐本能jに代表されるような，女性と結びついた育
児能力という意味で使用するのではない。調査対象を還を予著

者が全員母窺だったため，母殺の養育性という窓味で「母

性jを用いた。
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むずかしいと回答している。頭のやでは「男も女も

，仕事も家事・育児もJと考えていても，潤留には
「育鬼は母親の手でJr3歳までは母親の手で育てる
のが望ましいjというような母性神話や三歳児神話

がかなり強く残っている。

母性という言葉は，ドイツ諾のMuttershalt，英語

のMotherhoodの翻訳語として生まれたものである。

大正時代，与謝野晶子と平塚らいてうらによって

繰り広げられた，母性保護論争の際に広まり定着

したものである。それ以前は「母態Jr母権Jとい
う言葉が使われていた。

母性には，母性生得説と母性学習説の二つの考え

方がある。前者は，母性本能という言葉が存在する

ように，女性が生まれながらに持つ母親としての

性質である，という考え方である。後者は，母性{ま

生得的なものではなく，学習していくものである，

という考え方である。ここではそれらの説につい

て深入りはしない。どちらの説を採るにしても現

代社会の中で，生得的な母性が崩壊または喪失して

しまい育児能力が低下しているか，母性習得の学

習がうまくいかないための未発達・不全感から育

児能力が低下していると考えられる。

111.母性喪失・母性未発達の要因

1.母性を育てる母子椙草作用

林道義は， rr密着育児jr密室育児jが虐待の原
因だという説は荷違っている or密着育児jといわ
れている場合のほとんどは，母子の密着がないの

である。むしろ正しい密着がないからこそ育鬼が

うまくいかないのである。正しい密着とはスキン

シッブ，心理的なアタッチメント，適切なコミュニ

ケーションである。J3) と述べている。スキンシツ
プ(和製語 skin十 ship) は，親子関などの肌と肌

のふれあいによる心の交流のことである。赤ちゃ

んが泣いたとき，まず，抱き上げて様子を見る，授

乳をするなどの行為を通じてお互いの体温を感じ，

においなどを感じ取ることによって形成される。

アタッチメント(attachment)は，特定の人に対

する心理的な結びつきである。乳埠が母親の後追

いをする行動などに見られる強い結びつきをいっ，

愛着ともいう。母親からの子どもへの愛着形成と

いう側面を母性の感受という言い表し方をする場



合もある。

コミュニケーション(communication)は，人間

がお互いに意思・感情・思考を伝達しあうことであ

る。言語・文字その他，視覚・聴覚に訴えるみぶり・

表情・声などの手段によって行う。給克のときから

穂覚は機能し，体内で開いた音を記憶していると

いう。乳児のコミュニケーション手段である泣き

声によって，母親は乳房の血液循環量が増加する

など反応を起こす。乳見は，人間の眼に強い関心を

示し，じっと克つめると見つめ退す(アイコンタク

ト)。

触覚を手段として行うスキンシッブと言葉や表

情，アイコンタクトなどの聴覚や視覚を用いるコ

ミュニケーションが正常に行われることによって，

母子相互湾に信頼関係・アタッチメントが形成さ

れるのである。

2.母性的行動を阻害する纂柄として考えられる

もの

親役割を獲得する前に，子どもが成長する様子

を学習したり，子どもと接触する経験の機会が減

少している。母性の発揮や学習の機会が姐害され

ることにより，健会な母子相互作用が行われず，さ

らに母性の発揮が姐害されるという悪循環が生じ

てきている。拡大家族を形成し家族が協力して暮

らしていた時代には，親子関のスキンシップやコ

ミュニケーションは農かに行われていたという。し

かし，現代社会の中では，母性的行動を代表するス

キンシップやコミュニケーションは意識してとろ
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うとしなければ成立しにくいものになっている。そ

の背景にはどのような事柄が考えられるであろう

か。(盟 1)

①ゆとりの増加

物理的，経済的，時間的なゆとりは，母子相互作

用の形成を保障する要国と考えられるが，行過ぎ

た場合は逆に作用する。家事の合理化で子どもと

ー諸にいる時間が増えるが，核家族化，父親の育児

不参加の状況では，母親は孤立する。また，育児の

軽減を目的に様々な育児用品が普及している。代

表的な例は紙おむつだが，洗濯の手間とおむつ交

換の菌数を軽減したが，その結果おむつ交換の際

にf子わ~1.るスキンシップやコミュニケーション7f~

成機会の喪失につながっている。わが国の伝統的

な育鬼技術であるおんぶや添い寝なども減少し，

ベピーバスケット，ベビーカー，ベビーベットが代

わりに捜用され，これもスキンシップやコミュニ

ケーション形成機会の喪失につながる。

②人間関係の希薄化

核家族化，少子化，近所づきあいの減少，母親の

就労による保育施設の利用などが母子関ばかりで

なく様々な人間関係を希薄なものにしている。核

家族化と少子化の進行は世代間の育児知識伝援の

機会を減少させ，少子化によるきょうだい数の減

少は家捷内や地域で幼い子どもに接する経験を減

少させた。近所づきあいの減少は，子ども開士の接

触の機会ばかりでなく，親同士の接触や年長者か

ら助言を受ける機会を減少させている。

図1 母性的行動を閉塞する纂柄
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子育ては本能的な部分もあるが，藍接・間接的に

乳幼鬼を見聞きし学習する必要もある。抱き方が

わからないから抱かない，言葉は自然と覚えるも

のだから話し掛けないという殺が増加し，アタッ

チメントがうまく形成できなくなっている。

女性の商学歴化が進み，出産後も仕事を継続す

る女性が増えている。政府は少子化の歯止めとし

てエンゼルプランを実施し，就労している母親の

子育て支援を進めている。育児休業制度活用後就

労する母親の対しての保育施設の充実を図ってい

る。

③育児方法伝達縦j誌のむずかしさ

第二次大戦後，従来の赤ちゃんがほしがったと

きにはいつでも母乳を与え，添い寝をすることに

代表される倍統的な百本式育児法とは異なる，科

学的育児方法が紹介された。時間を決め，理想的な

栄養が配合されている人工乳を与える，親子のつ

ながりよりも夫婦のつながりを重視する，子ども

の寝室長は別にし夜間の授乳はしない，わがままに

しない，抱き癖をつけないなどの子どもの早期自

立を促す育児方法である。戦後の日本では，戦勝国

の科学的な育児方法として信奉され普及した。現

喪の祖母になっている世代はこの科学的育児方法

を実行してきた世代であり，間活の場合に相談を

すると科学的育児方法を薦められる。科学的育児

方法がすべてアタッチメント形成を阻害するわけ

ではないが，戦後の混乱期に伝統的な育児文化を

否定した後に日本的育児方法や母乳賄育が再評価

されるなどの経緯もあり，育児方法の伝達・継承の

ぐらつきなどがアタッチメント形成を妨げる危険

性がある。

④e己形成期の育ち
母性的な行動は，子ども時代の育てられ方から

も影響を受ける。児童虐待の場合虐待を行う親の

ほとんどは，自分自身が子どものときに虐待を受

けた経験者であるという。自己形成期に自分の育

てられ方をどのように受け止め評価していたかは，

親世代になったときの育児行動の原点に位寵づく

ものである。

⑤母子別室制

新生泥室に収容し衛生的に管理し新生児の死亡

率を下げる，という方式は③の科学的な脊見方法

と同様に第二次大戦後導入された。戦後のベビー
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ブーム期には母子同室市Ijより少ない看護要員です

む，新生兇の異常の発見が早い，面会者からの感染

を妨ぐなどの理由からほとんどの産科病院で別室

が採用され，管理的な出産が行われた。わが国で

は，従来，出産は産婦の実家内で、行われ，母子同議・

問床であった。別室御jの採用は母子死亡率の低下

に貢献したが，母乳楠育の促進，母性の成熟，日常

的な世話の学習の商では逆効果になった。出生直

後から泣く，むずがるなどのサインを出している

にもかかわらず，気づかずに対応してもらえない

と赤ちゃんは自分の要求を表出しなくなり，コ

ミュニケーションの学官に支障をきたすようにな

る。

⑤育児情報の氾i監

科学的育児方法の導入によって，従来の伝統的

育児法は古いものとして論外視された。 1960年代

には育児警ブームが起こり，育児雑誌も創刊され

育児情報は活字から取得するものになった。母か

ら娘または按へという人を通して伝えられる育見

情報では時代の変化に対応できない，という

や高学歴化による活字に対する強い信頼感もこれ

に拍率をかけた。

育児番が家庭に普及した1960年代後半にはすで

に育児警に頼りすぎ，赤ちゃんが発する信号を受

け止めことができなくなり親子の相互交流が深め

られなくなっていること，方法や技術に頼りすぎ

世話をするときに技術レベルに追われて，真の感

情の交流がなおざりにされていることなどの弊害

が指摘されていた心。

子育ては，機械の操作方法を習得することでは

ない。子どもには人格があり様々な料激を与えら

れ成長していく中でいろいろな反吃、をする。子ど

もから発せられる様々な信号を読み取り判断でき

るのは，一番近くにいる日常的な世話をしている

人である。万人向きにかかれている育児番の自答

がいつでも一人の子どもに当てはまるわけではな

いのに，たくさんの情報が氾濫する中で自分の子

どもに自信をもって接することのできない母親が

増加してきているのではないだろうか。

111.質問紙調査

1.調査



IT，に述べた母性的行動を阻害する要閣を検証

するために質問紙を作成し調査を行った。調査対

象は現在I歳から 3歳までの子どものいる母親約

1∞名，調査時期は2002年10月から 11月である。

自記式質問紙によって行った(表1)。

表1 調査用紙の配布状況

----配布 回収 % 無効 有効

1絞6ヶ月検診 38 34 89.5 i 33 

{呆 0歳児 10 10 1∞ 。 10 
予ぎ 1貴重児 21 21 1∞ 。 21 
関 2歳児 4 4 I∞ 。 4 
ラ長就 l絞児 8 8 l∞ 。 8 
E遺児 2章受児 11 11 l∞ 。 11 
その他 7 7 l∞ 。 7 
総言十 99 95 96.0 94 

調査内容は，対象者の家族形態等の概要，育児

環境 (12項目)，育児の実態(アタッチメント形成の

自己評価23項目を5段階評価)である(表2)。

表2:調査内容

1頭袈
紡既婚・就労~犬況・子ども数・

子ども↑朝日・子ども年齢

相談相手・育児のj鰭十愛渚者・

子育て観・育児情報・母初予離・

育児E彩党 母子開室・育児不安・情報による不

安・祖父母との対立・母親の育ち・

出産前の{泉南部会

育児の 母親の育克行動

実態、 子どもの様子

2.結果

①調査対象者の概要は表3に示したとおりである。

②育児環境

1)育児の棺談相手

子育ての相談相手として，義父，義母，父，母，

夫，友人，近所の人，その他から3名以内で選択し
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表3 調査対象者の概要

種類 数

夫方(祖父母) 10(11) 

拡大家 夫けあと) 1 (1) 

夫(祖母)
ペか会' 族 5 (5) 

族 教祖父母) 2(2) 

% 

97.1 

形 核家族 74(79.う
育.C活，、

母子家陸 1(1) 
1∞ 
1∞ その他 1(1) 

1∞ 計 94(1∞) 

1∞ 被濯用者 31(33) 
l∞ 
1∞ 
l∞ 
母
就労主

公務員 5(5) 

親 自営業 2(:。
の 婦

パート
就

6(6) 

労 アルパ:イト 3(3) 

資会

暴議
専業主婦 46(49) 

，ム，悶~匂~~、

休戦中 1(。
言十 94(1∞) 

男児 46(49) 

'性
女鬼

55U 
48(51) 

計 94(1∞) 

。歳 5(5) 

装 1歳 61(65) 

;巴
2歳 24(26) の

議 3歳 4(4う

割ー 94(1∞) 

き 1入 57(61) 

2人 32(34) 

進
3人 気分

言十 94(1∞) 

順位を記入してもらった。相談相手のいない人は

無く，高い}II買に夫(30%)，母(25%)，友人(22%)，義
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母(99ら)，その他(8%)，義父(3%)，近所の人(3%)で

あった。3位まで、に選ばれた人をトータルで見ると

夫が869も，母72%，義母26%であった。

2)育児行動の役割(表4)

父親が参加する育児行動で最も高いのは入浴で

あった。しかし，入浴そのものを父親が行い，風呂

から上がった後の着衣は母親が行うという連繋し

た参加の仕方が考えられる。授乳，離乳食の調理・

与え，寝かしつけは母親の役割であった。

全項踏の最頻値を求め，主たる育克行動者を決

定した。 69%が母親， 31%が父親と母親の両方で

あった。

苦笑4 育克行動の分担

父殺 母親 荷方 その1m

受宇L 。 85 8 

離乳食調理 。 90 ウ ウ

離乳食を与え 63 28 ウ

入浴 25 35 34 。
寝かしつけ 74 19 。
オシメ交換 。 54 39 

あやす 勺 55 37 。
屋内遊び ウ 45 45 ウ

屡外遊び 8 45 39 ウ

家事会絞 80 11 ヲ

しつけ 43 49 

3)主な養育者

主な養育者は母親(87%)であった。前問中の寝か

しつけを母親とするものが79%であったことから

見ても，母親との愛着によって安心して子どもは

限りにつけることカfわかる。

4)子育て観

「愛情いっぱいに子どもに接し，いつまでも暖か

い眼で、見守っていく J47%， r小さいうちは充分甘
えさせ，次第に自立できるように子どもを促す」

43%， r子どもがいくつになっても，強い愛情をかけ
支えていくJ7%，の}II翼であった。対象時の年齢が
低かったため「卒く自立できるように小さいうちか
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ら厳しく育てるjを選択する人はいなかった。

5)育児の情報源(表5)

友人と育児書・育児雑誌が情報源の約半数とな

る。対象者が核家族のおめる割合が高く，手近かな

手段がとられている。

表5 育児情報源

育児警・育児雑誌

|1番目 12翻 「番目 l凶
26 1 19 1 20 1 29 

01 01 01 

3 1 91 3 1 79 

父 01 51 88 

母 271 13 1 91 45 

友人 21 1 241 25 I 24 

夫 41 61 61 78 

近所の人 1 1 41 41 85 

インターネット 3 1 31 41 84 

子育てサークル 11 51 5 1 83 

その他 8 1 61 51 75 

6)子どもと離れる時間の有無，預け先，

就労に関係なく定期的に子どもとはなれる時間

を持つ人は全体の54%で，預け先は保育施設59%，

祖父母 16%であった。ヨこどもとはなれる時間を持

つことによって， rニ人きりで常に一緒にいるより
は，気持ちに余裕を持って子どもと接することが

でき，関係がよくなっているJ49%， i子どもにさ

びしい思いをさせるが，その分一緒に過ごす時間を

大切にするようにしているJ43%である。

母親は子どもと離れる時間を持つことによって，

反省も含めた気分の切り替えの機会となり，子ど

もとの良い関係作りに有効に働く様子がうかがえ

る。

7)母子向室，別室の実態と評価

i24時間以内に同室J33%， i48時間以内に同室

26%，九日以内に同室J249ら， i4日以内の荷量三J3%

であり「母子で別室jは6%であった。いまや母子

別室は過去のものになり，母親の体力と新生児の
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表6 育児の実態に隠する母親の自己評価

よく だいたい どちらとも あまりあては 会くあてはま
項白

内 ~ 司、 あてはまる あてはまる いえない まらない らない
No 

人 % 人 % A % 人 % 人 % 

15-1 件安やイライラする撃がある 10 11 22 23 31 33 28 30 3 3 

15-2 院審問雑誌を読んで不安に
たことが「ある

4 4 13 1~ 2C 21 26 28 31 33 

15-3 組撃父が母と育児観の遠いで対立する
ある

4 4 11 12 23 24 36 38 20 21 

15-4 まどもの時舗をかけて育てられ 38 40 32 34 17 18 6 6 

15δ 闘するまでに子どもを抱く機会まれていた 2C 21 18 19 12 13 25 27 19 20 

15-6 受乳11寺，きちんと抱いている 6~ 68 25 27 3 3 

15幅7
受乳時，話し掛けたり，発語や表

46 49 34 36 10 11 4 4 。。資に応えている

15-8 際防乳げ中，赤ちゃんを見つめながら
ている

42 45 38 40 11 12 2 2 

15矧9 オムツ換えのとき何度か呂を合わ
いている

41 44 42 45 8 9 3 3 。。
15酬10オムツ換えのとき，話し掛けたり， 42 45 48 51 3 3 。〔発言苦や表情に応えている

15-11 !情入浴に中，話し掛けたり，発穏や表a、えている 65 69 28 30 1 。。。。
15-12 階段，綴ずりなど直接的なスキン
ンツプを積彼自ヲに行う

7C 74 23 24 。。。。
15-13 
幹ちゃんをおとなしくて育てやす

11 12 21 22 2~ 26 20 21 18 19 ミと感じる率があった

15-14 旅たちりゃんが発声した!待，繰り返し
，応えたりする

52 55 36 38 5 5 1 。。
15-15 トやすと子とをもはよく笑う 67 71 21 22 6 6 。。。。
15-16 長しいものを見つけると，雪し会出して殺に知らせよう する 72 77 14 15 6 6 

15ω17 続坊、界に母親が入るとベビーベソド
らのりだすようなことがあった

40 43 30 32 22 23 。。2 2 
15-18 
じっとみつめると見つめ返してく

50 53 34 36 10 11 。。。。る

15-19 ~てB泣らない人に会うと，不安を!惑じ
いたり，蕃戒したりする

38 40 26 28 17 18 11 12 2 2 

15-20 
母親の後をはいはいなどで追うこ

47 50 37 35 9 10 。。とカfある

15-21 
母親が見えなくなると泣いたり探

48 51 33 35 7 7 5 5 したりする

15・22相起きて母親がいないと泣く 3e 38 21 22 18 18 14 15 5 5 

15-23 t具て合くがる慈いときに母殺に擦り寄っ 55 59寸 23 11 12 4 4 2 ウ
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状況を見て母子肉筆にするシステムが定着してい

る。しかし， i愛情を感じるから母子同室が良いJ
51%，1母子関室が良いと思うが，ゆっくり休めない

し，衛生酒が心配J39%，積極的な肯定は約半数に

とどまっている。

③育児の実態(表6)

1)母親の働きかけ

6から 12及び14の費関項目がスキンシッブ・コ

ミュニケーションの自己詳細である。ほとんどがき

ちんと行っていると評価している。入浴時の話し掛

けは子どもとスキンシッブの取れる貴重な時間で

あり，肌のふれあいに触発された言葉掛けが行わ

れている。

2)ヨこどもの様子

日から 23の項目が子どもからのコミュニケー

ションの様子である。応答の状態を5段階評価でお

こなった。

IV.考察

1.母親の育児行動の自召評価と母性的行動を阻

害する要因との関連

母親の働きかけ15-6から 12及び14の5段措評

値を得点として集計した後，標準備謹値をもとに

自己評価の高い群と抵い群に分け，母性的行動を

臨書する要因とのクロス集計を行い， χ二乗検定

を行った。統計的存意義が見られたのは以下の3項

目である。

①「育児書・育鬼雑誌を読んで、不安になった経験

があるjは，自己評髄の低い群に不安になった経験

が多く統計的有意差 (1%水準)がみられた。活字

情報に頼りすぎ，方法や技術に頼ろうとすると実

際の子どもの要求を見抜けなくなり，自己評錨を

下げることにつながったと考えられる。

②f出産後の母子部室制Jは自己評価と統計的有
意差(1%水準)が見られた。出産直後から同室にす

ることによって，子どもを自然に受け入れること

ができ，スキンシップやコミュニケーションなど

の宥克行動がスムースに取れるようになる。母性

の感受期は出産後48時間以内にあるという報告の

裏付けとも考えられる。

③磁己形成期の育ちと自己評価は，自己評価の高

い群は子ども時代に愛情をかけて育てられたと感

じている(5%水準の有意義)ことがわかった(表7)。

表7 母性的行動を阻害する要因と育児の評鍛
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浄<0.05 料 p<O.01

2.アタッチメント形成と育児行動の閣議

子どもの線子15 15から 15-23の5段階評価

を点数化し標準偏差債をもとにアタッチメントの

高f肢を定めた。母親の自己評価の高{ほとアタッチ

表8 アタッチメント形成と育克行動のクロス分析

母子外出時の抱っこ

家族外出時の抱っこ

く、ずったとき抱き上げ

iか、寝

授乳時の抱きょげ

授乳時の発語・表情への応答 1*** 

授乳時のアイコンタクト I * 
おむつ交換時のアイコンタクト I * 
おむつ交換時の発語・表情への応、答 I * 
入浴時の発詩・表情への吃各 i キ

普段の穣筏的なスキンシップ

発声の繰り返し

*p<0.05 *ホP<0.01 ***pく0.001
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メントの高低には統計的有意差が見られた (1%水

準)(表8)。母親の育児行動における自己評価の高い

群はアタッチメントも高い。つまり，スキンシッブ

やコミュニケーションを行っている母親は，子ど

もの反応によってさらに育児行動を触発され，自

分の育児行動に自信を持ち，高く評価するのであ

る。

仔動の程度によってアタッチメント形成に差が

見られたものは，ぐずったときすぐに声をかけて

抱き上げる，移動時の抱っこ，授乳・おむつ交換・

入浴時のアイコンタクトや子どもの発語や表情へ

の応、答であった。特に入浴時は身体が解放的にな

り機嫌も良くなり，母子間の発詩や表情の応答が増

える。机の宣接的なふれあいが質の高いコミュニ

ケーションを保憶してくれる。このような日常的

な抱っこ・話し掛け・表情の応答・アイコンタクト

がアタッチメントを形成するのに有効である。

V.結論

母性的行動を盟書すると考えられる事項は， r物
理的・経済的・時間的ゆとりの取得J，r核家族化・少
子化・近所づきあいの減少・就労母親の増加による
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人間関係の希薄化J，r育見方法の伝達・継承の難し
さJではなく，r母子別室糾Jr育児情報の氾濫Jr自
己形成期の育ち方jであった。母子部室部jは，出産

時の事情によってやむを得ず別室になる場合もあ

る。この時期に母子が接触時間を持たないと絶対

に持が結ばれず，子どもの成長に支障があるわけ

ではない。より深い終を結ぶためには卒期の親密

な接触が有効に働くのである。育児情報について

は，鵜呑みにせず，子どもの要求を読み取り情報を

上手に活用する必要がある。
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